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崎

珊

描

震

租

税

組

合

論

・

.

海
運
に
於
け
る
運
賃
の
最
高
限
度
・
-

ジ
ム
メ
ル
世
舎
事
概
愈
批
判
，
•. 

立

市

博

士

陪

吋

品

調

日
支
通
商
傑
約
腐
葉
に
つ
い
て
・
・
・

2a博
士

揖

肌

常

池

島
a

三
宮
践
・
・

ぺ
ル
ギ

l
岡
立
銀
行
制
度
の
改
正

雄

靴

錦

鰍

普
園
以
小
曲
学
校
経
費
責
措
の
調
節
目

帥
労
働
者
家
族
所
得
保
険
に
つ
い
て

調
逸
園
の
臨
時
部
曾
計
・
.

A可

法

皐

悼

士
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辻
瓜

農
業
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岬
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博
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組
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問
申
士

相
時
血
中
士

睦
地
問
吊
士

相
暗
円
陥
中
士

姐
縄
問
干
博
E

中ム

議

開

峨 i重

雄

紳

戸

正

雄

小
品
目
白
太
部

米

国

庄

太

郎

末

鹿

松幅
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孝

治

孝

児

中

川

奥

之

助

近
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文
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汐
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権

銑

普
闘
に
於
げ
る
小
事
校
極
費
負
強
白
調
節

霧

隷

普
闘
に
於
け
る
小
撃
校
経

費
責
携
の
調
節

中

川

奥

之

助

は

し

が

き

何
人
も
知
る
如
く
我
困
に
於
て
目
下
、
小
島
-
校
教
民
俸
給
費

図
庫
負
婚
の
靖
蛸
閣
が
政
治
上
重
要
た
る
問
題
。
一
主
左
っ
て
ゐ

長る
。
時
恰
も
猫
逸
の
プ
ロ
シ
ヤ
陀
於
て
も
同
様
な
己
主
が
今
や

重
犬
た
る
問
題
止
な
っ
て
ゐ
る
と
と
は
、
最
近
の
同
O
E
E
E
l

己
主

Z
R甘
え
円
(
凶
〈
H
H
H

』

ι肖
間
百
四
国
命
ユ
一

P
骨
口
同
。
・
『
F
F

王
国
由
N

∞)

に
掲
載
さ
れ
た
る
冨
ミ
ヲ

2
5
S
E
の

論

文

よ
S
F
E
n
z
-

E
U
Z
E
E両日
EOF--
に
よ
り
て
之
を
窺
ム
己
主
を
う
る
。
今
、

の
所
論
に
掛
り
て
該
問
題
に
闘
す
る
プ
ロ
hv
ヤ
の
事
情
主
連
ベ

ゃ
う
と
思
ム
。

第
一
一
十
七
番

四
三
四

第一】一揖

プ
ロ
ジ
ヤ
園
舎
の
決
議

一
九
二
八
年
三
月
二
十
八
日
、
プ
ロ
シ
ヤ
困
品
聞
に
却
し
て
小

感
校
粧
費
負
拾
に
閥
す
る
建
議
集

l
lそ
れ
は
地
方
経
済
の
窮

迫

ι臨
み
て
在
来
の
制
度
を
根
本
的
に
革
め
ん
'
と
す
る
占
と
る

の
ー
ー
が
提
出
せ
ら
れ
た
る
虻
封
し
て
、
図
合
は
弐
の
如
き
決

議
を
た
し
た
。

「
内
閣
は
資
力
薄
弱
た
る
間
合
若
〈
は
労
働
者
賠
什
地
の
皐

直
に
於
け
る
毅
育
上
の
能
率
を
低
下
せ
し
む
る
と
主
た
し
に
、

民

教
育
費
の
負
強
を
菟
ぜ
ん
が
た
め
に
次
の
方
策
を
と
る
べ
し
。

↑
一
九
二
八
年
四
月
一
日
以
降
は
、
鶴
泊
共
和
闘
財
政
調
節

(同
Eη
『由

25Eω
岡
町
】
の
ご
に
封
す
る
審
議
主
総
て
、
地
方
自
治

般
の
享
有
せ
る
従
来
の
植
利
主
紛
少
す
る
と
と
な
〈
、
小
曲
申
校

の
人
件
費

E
岡
家
ハ
プ
ロ
ず
ヤ
聯
邦
共
和
図
を
さ
す
)
に
負
推
せ

し
く.)(二)め
園右う
有ブJ る
串案も
校賓の
金施主
庫ますご
〔で u

Eの
Q. .... 

i事'" .事
忌 E
自し

11z 
の
規
定
主
改
め
て

之に闘 Vcは世見博:1-.:0論文一一致宵費負婚と地阻吾蹴ー(粗情論議第二

十五巻第四邸 田島博士還暦祝賀知念論文集に牧む)事問。* 



簡
単
に
し
、
且
つ
従
来
事
直
か
ら
調
達
せ
ら
る
べ
き
小
曲
学
校
人

件
費
四
分
の
一
の
調
達
標
準
と
し

τ教
職
員
白
散
を
採
り
た
る

も
、
将
来
は
所
得
税
・
合
枇
税
牧
入
に
あ
ら
は
る
h

a

(

蛍
該
)
串

直
白
財
政
上
の
給
付
能
力
を
以
て
之
に
代
ら
し
む
べ
し
。

川
い
小
畢
校
教
員
白
増
俸
に
伴
ム
経
費
白
増
額
は
支
出
補
充
白

方
法
で
共
の
全
額
官
貧
弱
町
村
へ
返
還
す
べ
し
。

c
右
む
た
め
及
び
勝
校
物
件
費
の
た
め
に
補
給
金
主
一
般
に

増
額
す
べ
し
」
止
。

右
の
決
議
は
そ
の
文
言
の
示
す
如
く
、
貧
弱
酬
明
匿
の
小
事
校

人
件
費
全
額
図
庫
負
強
白
期
惣
・
と
そ
れ
を
宜
現
す
る
ま
で
の
経

過
規
定
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
明
に
す
る
に

は
一
躍
現
行
制
度
白
犬
要
を
述
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

プ
ロ

V
ヤ
小
準
校
人
件
費
負
措
法

プ
日
シ
ヤ
小
串
校
人
件
費
白
調
達
方
法
は
極
め
℃
復
雑
で
あ

る
。
先
ラ
プ
ロ
シ
ヤ
に
は
園
有
皐
校
金
庫

(
F
E骨
ω
R
E
F
t詔
)

が
あ
bJ
、
そ
れ
か
ら
小
接
校
教
員
の
俸
給
・
退
職
給
・
遺
族
手
首

た
ど
が
玄
梯
は
れ
石
の
で
あ
る
。
而
し
て
と
白
樫
校
金
庫
の
経

雑

鍛

帯
闘
に
於
け
る
小
島
a

校
組
費
負
掘
白
関
節

費
は
園
家
(
プ
ロ
シ
ヤ
闘
家

l
l以
下
同
じ
)
と
市
町
村
(
皐
匝
)
と

に
よ
り
て
支
耕
せ
ら
る
与
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
小
皐
校
人
件

費
は
図
家
し
と
市
町
村
の
共
同
負
婚
と
な
る
。
然
ら
ば
そ
の
共
同

童〈イ)負
六園措
十家白
人は害IJ
に俸合
lli:l申告却
し主布I
教返と
師職い
ー給ふ
人のに
白 U~
害分
11: G') 
見一
樹
り
ずζ

る
r~ 
E目
I正
規
敬

(
但
し
俸
給
は
皐
校
児

職
員

2
R
E
E
E
2
)致
に
劃
す
る
分
〉
を
支
出
し

)
 
作
そ
の
碕
師
酬
は
市
町
村
か
ら
次
の
二
方
法
、
卸
ち
i

|

1
、
調
治
共
和
園
か
ら
各
市
町
村
へ
配
首
せ
ら
る
ミ
所
得
税

分
興
金
(
問
。
戸
n
r
E昇
。
言
語
干
巴
Fnzm↑
E
ロ
mgv
白
中
、
二
%

を
晴
朗
め
控
除
し
て
之
を
前
記
感
校
金
雌
に
波
す
と
と

2
、
時
国
儀
の
経
費
は
各
市
町
村
民
存
す
る
敬
職
員
敢
に
膝
じ

て
市
町
村
に
割
営
ず
る
。
但
し
各
磨
区
は
頁
に
「
正
規
以
上
白

戦
職
員
」
(
冨
何
回
H

星
色
自
)
の
矯
め
に
約
一
二
O
V
M
O
迫
加
負
携
を

-
な
さ
ね
ば
在
ら
ぬ
Q

ー
ー
に
よ
り
て
支
出
さ
れ
る
。

ハ
岡
家
は
右
の
外
に
由
宇
匿
の
負
婚
を
駆
減
せ
ん
が
た
め
に
各
事

匝
に
封
し
、
生
徒
一
入
賞
り
一
定
率
の
就
串
金

2
2
n
r巳
E
間
l

ω
問。
E
)を
支
給
し
、
そ
白
締
額
は
毎
年
の
俸
給
・
退
職
給
の
牛
額

第
二
十
七
巻

第
=
一
蹴

ー

四
三
五



雑

錐

普
闘
に
於
帥
り
る
よ
伊
国
早
校
経
費
負
婚
の
閥
節

に
上
っ
て
ゐ
る
。

さ
て
右
の
制
度
は
資
力
貧
弱
左
り
と
せ
ち
る
A

小
地
方
間
中
直

の
皐
校
負
婚
を
入
品
局
的

ι軽
減
せ
ん
し
と
す
る
も
白
で
あ
る
か

ら
、
市
町
村
聞
の
負
捲
調
節
の
契
機
、

z
N
5
R
F
2・問。目
EZa

ロ
ormw
.. 
〉
口
調
HOhnvm
日
o
日
ぬ
口
"
と
た
っ
て
ゐ
る
と
と
は
明
で
あ

る
。
而
も
凋
治
共
和
園
か
ら
市
町
村
へ
の
所
得
税
分
県
金
の

中
、
そ
O
二
%
を
抽
出
め
控
除
し
て
皐
校
金
庫
の
俸
給
費
に
む
け

る
と
い
ん
と
と
は
、
結
局
大
都
市
白
犠
犠
に
於
て
他
の
市
町
村

の
負
婚
を
減
宇
る
も
の
で
あ
っ
て
、
之
は

E
に
閤
家
的
左
市
町

村
の
負
路
調
節

-bEZHnF沼
田
巴
邑
--nFE--
を
行
っ
て
ゐ
る

も
の
で
あ
る
。
と
の
制
度
に
あ
り
て
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
岡
舎

は
都
市
よ
り
も
優
遇
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
之
、
俸
給
費
白
岡
庫
負

強
を
観
る
も
・
モ
れ
は
所
関

Z
Z
E
]切
符

-
-
E
K劃
す
る
も
白

で
あ
っ
て
、
宮
島

Z
Z自
に
は
及
ば
な
い
。
所
が
大
都
市
で
は

賓
際
小
事
校
白
護
濯
に
つ
れ
教
員
上
保
健
上
等
の
理
由
か
ら
盆

々
宮
島
寸
問
問
。
目

2
の
必
要
が
大
と
た
っ
て
ゐ
る
o

併
し
之
は
都

市
自
ら
負
強
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
叉
回
目

nE-E噂問。
E
の
支
掛

に
於
て
も
事
校
児
童
数
の
僅
少
た
る
何
干
上
と
い
ム
小
町
村
の
方

第
ニ
4
1
七
巻

が
都
市
よ
り
も
温
か
に
割
が
よ
い
と
せ
ら
る
品
。
唯
併
し
補
給

四
三
六

第
三
根

四

金
〔
何
回
司
羽
田

N
E四
時

E
R
r
E話
。
)
は
小
町
村
に
興
へ
ら
れ
て
た
い
。

右
の
負
檎
同
係
を
闘
に
示
せ
ば
弐
の
如
し

ー
、
岡
有
事
校
金
庫
白
経
費
支
耕

E 

世
帯
畢
匹

目
負
描
↑
 

正
調
外
敬
職

員
(
会
敬
職

山
町
四
四
分
一

よ
"
宇
h

轟

L
)
の
組
費

F

↓

D
 

所
得
祇
・
曾
世
積
分

興
企
の
二
%
控
除

{
備
考
)

C 

金

事

匝

の

負

描↑
 

正
規
般
敬
職
員
自
俸
崎
揖
一

職
給
並
に
謹
族
手
前
年
四
一
一

向

上

凹

翻

費

の

問

分

の

コ

一

一

分

m
-

閣
官
官
樫
校
金
昨
F
ト

劃
す
る
岡
山
翫
負
強

↑
 B A 

一九
=
λ
、
一
、
二
現
在
白

歌

職

員

E

E

・
・
一
O
九
、
八
λ
六

正
規
外
:
:
:
・
:
-
:
ニ
七
、
E
λ
六

止
徒
・
・
:
:
:
回
、
一
一
丸
、
九
大
七



口
、
プ
ロ
シ
ヤ
園
家
主
金
串
医
と
の
問
に

於
け
る
小
冊
中
校
人
件
費
の
分
配

F，-一一一ーー・ーーーーー一-，E
負事

間企闘
家臨有
負へ隼
婚の校

A'-ーーーー一一一-ーーーー_IH

佐》

Dトーー ァ一一一一IC
金柿
15%給

一一一一→
就

匝

串

金
85芦

弛

叫
開
館
組
費

右
の
負
推
調
は
い
か
た
る
政
字
的
結
果
を
示
す
か
止
い
ふ

に

一
九
二

O
年
十
二
月
十
七
日
白
小
曲
学
校
教
員
俸
給
訟
に
よ

る
負
拍
支
蜘
冊
目
新
規
定
に
操
れ
ば
、
岡
家
の
I

州
皐
校
人
件
費
負

捲
は
問
分
の
三
、
市
町
村
(
聞
申
告
凪
)
は
そ
の
問
分
白
一
を
理
想
と

し
た
の
で
あ
る
が
賞
際
は
全
く
異
り
岡
家
の
負
掃
が
そ
の
七
五

広
に
は
這
に
達
せ
や
(
主
と
し
て
疋
規
外
敬
職
員
に
釘
す
る
負

掘
を
左
さ
ど
る
に
よ
り
)
、
然
も
亦
市
町
村
の
大
さ
に
よ
り
て
負

婚
に
大
た
る
相
越
が
あ
る
。
試
み
に
-
九
二
五
年
皮
に
於
け
る

プ
ロ
シ
ヤ
小
皐
校
人
件
費
の
負
強
の
賀
際
を
み
る
に

雑

普
画
に
於
げ
る
小
皿
平
枝
輝
費
負
措
白
調
節

銭

金

幽

平

均

十
高
人
以
上
一
F

の
ヲ
イ
ン
及
一
-

ウ
エ
ス
ト

7

5

ア
リ
キ
諸
市
一
-

十
回
目
平
均
二

毛
-
A
同

塁
・
会
同

市
町
村

空・ニ一匹

五
回
二
回
出

三首住
÷ヲり民
， 1 負ー
ク:靖人

ラ
イ
ヒ
ス

A

・AO
マ
ー
ク

右
の
内
、
図
家
止
市
町
村
の
負
携
主
細
分
す
れ
ば

a
、
岡
家
自
負
摘
{
千
マ
ー
ク
)

岡
山
誕
車
税
金
剛
へ
白
負
描

嗣
家
金
聞
か
ら
聞
申
直
へ
の
就
聞
申
金

岡
山
誕
金
庫
か
ら
串
医
へ
の
一
補
給
金

合
計

b
、
市
町
村
の
負
描
(
干
マ
ー
ク
)

闘
立
血
中
校
金
陣
へ
自
負
担

就
肌
甲
金
と
補
給
金
を
控
除

差
引

閣
立
回
申
校
A
H

岨
へ
の
所
得
税
二
割

合
計

c
、
百
分
比

圃

家

百
七
・
八
百
川

一
O
一
一
、
一
七
九

一
九
て
ニ
ニ
ニ

=一七、四
O
一

三一-一
0
.
入

O
一ニ

四
四
五
、
六
六
二

一一一一八、
d
h

二
三

二
一
七
、
O
一一一九

ニ
仙
、

c
o
c

二
四
一
、
の
三
九

市
町
村

回
二
・
ニ
出

第
二
十

t
巻

小
皐
校
人
件
費

ι謝
す
る
市
町
村
の
負
強
は
園
家
に
比
す
れ

五

四

じ

第
コ
一
蹴



雑

録

普
聞
に
於
け
る
小
田
申
校
経
者
負
掲
の
関
節

ば
、
戦
後
著
し
〈
轄
滅
さ
れ
た
と
た
す
も
の
が
あ
る
が
之
は
誇

張
に
失
す
る
。
成
る
程
前
記
一
九
二

O
年
十
二
月
の
法
案
は
串

校
経
費
に
卦
す
る
図
家
の
負
携
を
大
た
ら
し
め
た
も
の
で
る
る

一
一
闘
に
於
て
周
家
か
ら
市
町
村
へ
返
さ
る
A
租
税
|
|
所

得
税
・
合
枇
税
・
土
地
財
産
税
|
|
の
割
合
が
著
し
〈
減
巴
て
ゐ

る
己
主
も
注
意
せ
ね
ば
・
な
ら
ぬ
。
加
之
、
一
九
一
ご
年
後
の
欣

態
を
み
る
に
、
接
投
児
童
数
白
減
退
潜
は
教
職
員
数
の
そ
れ
も

大
で
あ
り
(
註
一
)
、
従
っ
て
富
喜
虫
色
自
の
散
が
増
加
し
て

岡
家
か
ら
の
補
助
の
減
じ
て
ゐ
る
己
主
も
考
慮
に
加
へ
ね
ば
な

ら
ぬ
か
ら
、
軽
々
し
〈
市
町
村
の
負
婚
は
減
少
せ
り
止
も
断
言

す
る
を
え
・
泣
い
。

古2

(
詰
)

皐

校

児

童

歌
職
員
(
胤
也

耳丸、一
二男一
寸回

回九、一
完長六

L-
て九
のニ
減-
9に
串封

=同・一一向

也
-
D
4
4

四

改
革
決
議
案
に
劃
す
る
批
評

さ
て
今
衣
の
闘
舎
の
決
議
は
第
一
に
小
曲
申
校
人
件
費
ハ
金
額
)

第
二
十
七
巻

四一一
7
A

第

競

-一一一六

の
図
家
負
携
を
理
想
主
し
、
第
一
一
に
経
過
法
と
し
て
、
皐
匿
の

負
権
た
る
人
件
費
四
分
の
一
の
徴
牧
擦
単
と
し
て
従
来
の
採
れ

る
教
職
員
監
を
す
て
ヘ
新
に
所
得
税
・
曾
枇
税
牧
入
に
あ
ら

は
る
a
A

財
政
上
の
給
付
能
力
に
傍
ら
ん
・
と
す
る
も
の
で
あ
る

:O~ 

レ
エ
ー
ル

7
y
氏
は
之
に
到
し
て
反
封
の
意
見
世
述
ペ
て

ゐ
る
。先
づ
氏
は
行
政
上
の
見
地
か
ら
み
て
、

↑
之
は
チ
品

1
リ

y
F
Y
や
ザ
タ
セ

y
に
行
は
る
L
如
く
、

調
逸
品
川
和
閣
か
ら
岡
舎
へ
の
租
税
分
輿
金
(
同
E
F
E
Z
Z
E
Z
H
a

zE百
四
何
回
)
の
一
部
を
留
保
す
る
に
よ
り
て
、
岡
家
が
小
皐
校

人
件
費
の
金
額
を
引
受
け
ん
占
す
る
も
の
で
あ
り
、
周
曾
・
も
そ

の
可
能
性
如
何
を
訣
み
や
う
占
決
議
し
て
ゐ
る
が
、
果
し
て
如

何
友
る
程
度
に
於
て
そ
れ
が
行
は
れ
う
る
で
あ
ら
う
か
?
そ

の
結
果
は
又
か
〈
の
如
き
制
度
醤
更
の
必
要
を
生
十
る
の
で
は

・
泣
か
ら
う
か
?

、、，Jに
と
の
改
革
案
は
小
島
-
校
経
費
分
配
に
就
て
の
従
来
の
安
定

を
破
り
、
あ
る
市
町
村
は
利
益
し
他
の
も
白
は
負
婚
を
よ
り
重

〈
す
る
に
至
る
。
さ
れ
ば
制
度
額
更
後
の
市
町
村
負
櫓
在
所
得



と
の
閥
係
を
数
字
的
に
瓦
授
せ
ざ
れ
ば
、
騒
々
に
か
‘
ぬ
る
集
を

賀
行
し
て
は
た
ら
ぬ
と
な
し
て
ゐ
る
。

更
に
氏
は
理
論
上
よ
り
反
釘
し
て
固
く
、

と
の
決
議
は
「
小

皐
校
経
費
に
封
す
る
各
市
町
村
の
負
携
は
所
得
税
・
品
目
枇
税
収

入
に
よ
り
て
測
定
し
う
る
給
付
能
力
に
躍
中
ベ
し
」
主
い
ふ
が

抑
も
小
曲
申
校
教
育
主
い
ふ
が
如
き
行
政
一
介
科
目
経
費
に
閥

す
る
特
別
負
強
白
調
節
〈

SONE-凶器
E
E凹
HEnF〉
は
あ
ら
ゆ

る
行
政
部
門
に
於
け
る
種
々
の
負
強
の
一
般
的
調
節
(
〉
口
明
白

自
己

5
E百
E
S開Z
n『
)
の
基
準
が
立
て
ら
れ
て
然
る
後
に

閥
系
的
に
且
叉
行
政
々
鋭
的
に
決
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
り

て
、
と
の
問
題
を
他
白
附
題
主
切
り
離
し
て
考
ふ
べ
き
で
た

い
。
更
に
又
、

租
税
給
付
能
力
は
所
調
艇
費
負
携
の
一
般
的
調

舗
に
封
す
る
棋
盤
・
た
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
小
曲
哩
校
縦
費
白

如
吉
特
積
負
強
の
調
節
に
は
皐
に
之
の
み
を
標
準
・
と
す
る
を
許

さ
た
い
。

更
に
皐
校
経
費
の
負
婚
を
阻
介
す
る
に
営
り
て
草
に
租
税
収

入
に
あ
ら
は
る
h
財
政
的
能
力
を
槙
糟
L

と
す
る
は
工
占
的
で
あ

雑

総

持
闘
に
於
け
る
小
田
早
校
級
費
負
揖
白
開
節

り
且
つ
不
公
正
で
あ
る
。
差
し
財
政
的
給
付
能
力
は
牧
入
と
支

出
と
の
二
方
固
か
ら
考
察
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
前
者
。

み
に
よ
っ
て
定
め
ら
る
べ
き
で
・
泣
い
。
酬
つ

τ今
と
の
二
方
凶

か
ら
同
合
と
都
市
と
を
観
察
す
る
に
、

同
舎
に
於
け
る
牧
入
に

)
 

は
都
市
内
犠
牲
に
よ
る
も
の
少
左
し
主
せ
ぬ
。
例
之
、
イ
八
T
奥

〈

金
制
度
に
よ
り
て
都
市
で
課
徴
せ
ら
れ
し
所
得
税
・
合
祉
税
が

少
か
ら
守
町
村
へ
起
が
れ
て
居
り
、
吋
凶
家
位
宅
改
善
基
金

f
 

ハ
日
目
岳
会
。
円
i
d

号。

r
Eロ
q
E
E耳
鳴
F
E
C
に
よ
り
て
岡
合
も
等

し
〈
受
僻
す
る
が
、

そ
れ
に
む
け
ら
る
家
賃
税
は
殆
ど
事
ち
都

市
の
負
指
に
か
白
ふ
る
も
の
で
企
画
り
、
ハ
自
動
車
税
も
都
市
白
負

r
目、

推
に
か
a
A

る
所
大
た
る
も
、
そ
の
八
万
奥
に
あ
た
り
で
は
制
域
の

大
小
・
図
道
白
長
さ
等
主
標
準
・
と
す
る
が
故
に

岡
舎
は
都
市

よ
り
も
有
利
で
あ
る
。
他
方
支
出
の
方
闘
よ
り
み
れ
ば
都
市
白

〉

負
強
は
田
舎
よ
り
も
犬
で
あ
る
。
例
之
、
イ
都
市
は
牧
入
も
大

(
 

左
れ

E
そ
れ
に
庭
じ
て
文
化
的
・
批
曾
的
・
経
済
的
の
支
出
1
1

持
率
校
・
病
院
・
養
育
院
・
作
宅
建
築
街
路
建
設
・
運
河
・
土
地
政

策
・
交
通
等
の
費
用
が
非
常

ι多
い
、
吋
都
市
は
警
察
費
白
金
部

第
三
披

第
二
十
士
巻

四
三
丸

七



維

館

普
闘
に
於
け
る
小
母
校
経
費
負
強
の
調
節

少
く
と
も
三
分
の
一
世
白
耕
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
間
合
は
岡
家

白
制
度
に
よ
り
て
之
を
負
れ
る
、
ハ
そ
の
他
道
路
費
は
自
動
単

位
山
市
白
受
注
に
つ
れ
て
増
大
し
、
誕
に
又
、
近
時
に
至
り
都
市

の
保
乱
世
故
済
義
務
が
鑓
史
さ
る
L

や
阿
合
よ
り
都
市
へ
流
れ
込

む
も
の
多
〈
、
筋
め
に
枇
合
施
設
裂
の
膨
脹

E
大
た
ら
し
め
て

ゐ
る
。か

く
制
じ
面
市
る
場
合
に
今
次
の
決
議
は
田
市
し
て
令
王
た
る
や

否
や
大
い

同
慌
た
き
を
え
ぬ
。
勿
論
現
行
制
度
に
於
て
小
串
校

人
件
費
に
闘
す
る
市
町
村
の
負
抱
小
た
り
止
せ
ぬ
か

又
之
あ

る
に
よ
り
て
剛
学
校
制
度
に
就
て
市
町
村
の
意
志
・
と
責
任
と
が
結

合
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
行
政
h
k

策
k
・
行
政
心
理
上

重
要
た
る
意
訟
を
も
っ
て
ゐ
る
。
抑
も
曲
昭
校
維
持
四
は
地
方
の
一
事

情
を
大
い
に
者
胤
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ら
に
闘
す
る
治

志
決
定
の
主
憾
と
財
政
上
の
責
任
者
と
の
一
致
す
る
と
い
ふ
己

'
ど
は
設
も
肝
要
た
る
己
主
た
る
が
、
今
若
し
岡
家
が
人
件
費
金

街
を
負
捻
し
て
地
方
自
治
胞
が
之

E
菟
れ
る
た
ら
は
勢
ひ
皐
校

制
度
幸
一
一
官
僚
化
さ
宇
に
は
置
か
ぬ
で
あ
ら
う
。
と
れ
決
し
て
小

第
二
十
七
巻

四
回
。

第

規

J、

皐
校
教
育
の
護
建
進
歩
を
知
ら
す
所
以
で
は
在
い
。
之
主
要
す

る
に
小
感
校
人
件
費
を
全
部
閣
庫
負
換
に
腕
せ
し
む
る
は
地
方

分
化
の
新
し
き
行
政
思
想
主
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

;'Ii 

υ-

u' 

‘す

以
上
レ
品

1
ル
マ

y
氏
は
、
財
政
上
の
給
付
能
力
は
曜
に
収

入
の
み
を
捉
ふ
る
べ
か
ら
ざ
る
と
'r
、
艇
費
負
捻
白
調
印
に
就

て
も
特
種
主
一
般
と
の
閥
係
主
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
と
と
、
曲
申
校

粧
品
同
在
地
方
自
治
主
の
闘
係
、
都
市
ー
と
間
合
の
財
政
事
情
等
よ

り
今
次
の
閣
合
白
一
決
議
に
反
封
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
氏
の
結

論
の
首
否
は
プ
ロ
シ
ヤ
の
事
怖
を
知
器
せ
ざ
る
晋
人
の
断
じ
う

る
限
り
で
た
い
が
、
財
政
上
の
経
費
負
婚
の
削
節
主
命
や
る

が
た
め
に
選
ば
れ
た
る
見
拙
は
必
中
し
も
不
首
で
は
な
か
ら

う。


